
編
集
後
記

▼
各
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
れ
た
皆

さ
ん
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
何
か
に
熱
中
し
、
や
り
遂

げ
る
こ
と
は
生
半
可
な
気
持
ち
で

は
で
き
ま
せ
ん
。
強
い
意
志
と
決

意
を
持
っ
て
、
想
像
以
上
の
努
力

を
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
素

晴
ら
し
さ
を
記
事
に
さ
せ
て
い
た

だ
け
て
嬉
し
い
で
す
。

▼
各
保
育
所
で
は
プ
ー
ル
開
き
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
本
格
的
な
夏
が

到
来
し
ま
し
た
ね
。
先
日
ま
で
寒

い
と
言
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
ほ

ど
、
年
齢
と
と
も
に
あ
っ
と
い
う

間
に
時
が
経
つ
気
が
し
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
一
日
一
日
を
も
っ
と

大
切
に
過
ご
さ
な
く
て
は
い
け
な

い
な
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
（
悠
）
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リウマチ科は
リウマチ性疾患
を診る科として
平成20年に標榜

を許可された科です。リウマチ性疾
患とは運動器にこわばり、痛み、腫れ
などの症状がある疾患の総称で、最
も多いのは関節リウマチ(RA)です。
愛媛県はリウマチ科で有名な病院が
松山市に集中し、RAと診断され、松
山市の病院で治療されている患者さ
んが多いのではないかと思います。
最近のRAの薬物療法の進歩は目覚
ましく、メトトレキサートという薬
と生物学的製剤が使用されるように
なり、劇的に治療効果が良くなって
います。以前、RAは治らない病気だ
と言われていましたが、今は早期に
診断し、適切な治療を行うと症状が
全くない状態、つまり寛解状態にす
ることができます。
　松山市や宇和島市の専門病院に通
院している患者さんで、症状が落ち
着いていれば、当院・リウマチ科でも
同じ治療ができます。主治医の先生
にお願いして、当科に紹介してもら
えれば通院が楽になると思います。

今

月

の

１

枚

プ
ー
ル
に
入
る
前
、自
慢
の
水

着
を
着
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
開
催
！
見
て
、か
わ
い
い

で
し
ょ
？

北宇和病院
だより

リウマチ科

仲田　三平
  なかた      さんぺい

　５月12日から19日の間、八幡浜市
で開催された「世界マーマレードア
ワード＆フェスティバル日本大会」
において、愛媛産のマーマレードの
部で鬼北町生活研究協議会・日吉夢
工房と、ミックスマーマレードの部
で同会員の岩本惠子さん（写真後列中
央）がそれぞれ銅賞に輝きました。「参
加することに意味がある」との思い
で出品した会員たちにとって、この
受賞は「まるで瓢箪から駒のよう」と、
嬉しそうでした。
　今回会員たちが挑戦したのは、鬼

北町の「柚子」を使ったマーマレード。
ジャムやゆねり作りに精通した会員
たちですが、柚子の皮を縦１㎝幅２
㎜に切り揃えたり、透明度を出すた
めに使うペクチンの分量など、普段
とは違うマーマレード作りに苦労し
た様子。また、その日の気温や湿度
などが関係し、同じものがなかなか
作れず、大変だったようです。会員
たちは「次は旬の柚子を使って作り
たい」と笑みを浮かべ、「来年はワン
ランクアップを狙って頑張ろうね」と、
次回に向けて意気込んでいました。
　「楽しみながら料理を学ぼう」をモ
ットーに多方面で活動している当協
議会。日吉小・中学校で行われてい
る食育講座では、「日吉の味を忘れな
いでほしい」との願いから、地産地
消の郷土料理を子どもたちに伝授し
ています。また、会員同士で一緒に
料理をすることで、ちょっとした工
夫や組合せ、ほんの少しの塩梅など、
さまざまな料理の知恵をもらえると
話す皆さん。「基本、レシピは先輩の
頭の中。先輩が作る姿を見て、実際
に作って学んでいます」とにっこり。
会員たちは「大先輩方から学んだ郷
土料理を伝えていくのが私たちの仕
事」と、使命感をもって楽しみながら、
これからも活動していきます。

　
　

日吉夢工房
ひよしゆめこうぼう

鬼北町生活研究協議会


